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現
在
、
世
界
で
動

向
が
注
目
さ
れ
る

国
々
の
ト
ッ
プ
の
顔

ぶ
れ
を
見
る
と
、
権

力
欲
が
旺
盛
な
人

間
ば
か
り
だ
。
米
国

の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー

チ
ン
大
統
領
、
中
国
の
習
近
平

国
家
主
席
、
北
朝
鮮
の
最
高
指

導
者
で
あ
る
金
正
恩
朝
鮮
労
働

党
委
員
長
な
ど
、
い
ず
れ
も
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
、
強
面
だ

ら
け
だ
▼
自
国
第
一
主
義
の
外

交
で
、
相
手
国
と
交
渉
も
譲
歩

と
か
妥
協
路
線
を
執
ら
な
い
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら

も
自
国
の
利
益
が
前
面
に
出
た

荒
々
し
い
ぶ
つ
か
り
合
い
の
場

が
多
々
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

だ
ろ
う
。
相
手
国
と
の
折
衝
の

後
の
共
同
声
明
な
ど
で
も
、
自

国
に
都
合
の
良
い
解
釈
が
当
た

り
前
と
な
る
。
当
然
、
自
国
民

の
手
前
、
相
手
国
を
非
難
す
る

こ
と
と
な
り
、
容
赦
な
い
対
立

と
な
る
▼
心
配
な
の
は
煽
ら
れ

た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
盾
に
物

理
的
な
衝
突
に
発
展
す
る
危
険

性
で
あ
る
。
も
は
や
、
外
交
の

真
髄
で
あ
る
信
頼
関
係
と
い
う

も
の
が
無
く
な
る
状
態
だ
▼
戦

争
は
し
ば
し
ば
偶
発
的
に
起
き

て
き
た
。
現
今
の
核
兵
器
時
代

で
は
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
シ
ス

テ
ム
上
の
不
具
合
で
偶
発
的
に

勃
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

の
危
険
性
を
増
大
さ
せ
る
心
配

な
状
況
下
と
な
っ
て
い
る
の
が

現
今
の
世
界
だ
▼
識
者
の
中
に

は
、
そ
の
可
能
性
を
真
剣
に
指

摘
す
る
人
も
い
る
。
今
で
は
瞬

時
に
全
世
界
が
崩
壊
す
る
核
兵

器
の
時
代
だ
け
に
、
心
配
し
て

も
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

　
天
皇
陛
下
の
御
即
位
を
奉
祝
し
た
「
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
臨
時

御
修
法
」
が
4
月
28
日
か
ら
5
月
1
日
ま
で
、
比
叡
山
延
暦
寺
根
本

中
堂
に
て
九
箇
座
に
わ
た
り
厳
修
さ
れ
、
玉
体
安
穏
、
新
御
代
の
安

寧
と
世
界
平
和
が
祈
念
さ
れ
た
。（
写
真
上
）　

　
森
川
宏
映
座
主
猊
下
を
大
阿
闍

梨
に
「
長
日
御
修
法
」
の
修
法
を

も
っ
て
修
さ
れ
、（
写
真
下
）
次
席

探
題
の
大
樹
孝
啓
大
僧
正
、
五
箇

室
門
跡
門
主
や
宗
内
高
僧
、
天
台

宗
と
延
暦
寺
両
内
局
、
延
暦
寺
一

山
住
職
ら
が
交
代
で
出
仕
し
、
三

夜
四
日
間
勤
め
ら
れ
た
。

　
開
闢
の
28
日
の
法
要
で
、
森
川

座
主
猊
下
は
「
平
成
の
御
代
は

三
十
一
年
を
数
え
、
そ
の
間
幸
い

に
我
が
国
に
戦
禍
の
憂
い
な
く
、

そ
の
一
方
で
自
然
の
災
禍
は
免
れ

ず
　
今
上
両
陛
下
　
只
管
親
し
く

被
災
地
の
人
々
に
そ
の
慈
悲
の
御

心
を
垂
れ
賜
い
　
そ
の
御
姿
は
全

国
民
の
心
に
残
り
感
謝
と
敬
愛
の

念
と
共
に
消
え
る
こ
と
な
し
」
と

表
白
を
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　
ま
た
5
月
1
日
に
即
位
さ
れ
た

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
は
「
御
即
位

を
慶
祝
し
、
本
日
よ
り
三
三
カ
座

三
坦
三
密
の
秘
法
を
修
し
上
る
」

と
述
べ
ら
れ
、
両
陛
下
の
ご
尊
体

安
穏
と
新
時
代
の
人
々
の
幸
せ
を

祈
願
さ
れ
た
。

　
比
叡
山
延
暦
寺
で
は
期
間
中
、

根
本
中
堂
内
に
奉
祝
へ
の
記
帳
台

を
設
置
。
後
日
、
宮
内
庁
京
都
事

務
所
に
届
け
ら
れ
た
。

　
奉
祝
御
修
法
は
、
皇
室
の
慶
事

な
ど
の
際
、
臨
時
に
営
む
御
修
法

で
、
前
回
は
平
成
5
年
5
月
31
日

か
ら
2
日
間
に
亘
り
、
皇
太
子
殿

下
の
ご
成
婚
を
奉
祝
し
修
さ
れ
て

い
る
。

　
な
お
、
天
皇
陛
下
が
国
内
外
に

御
即
位
を
宣
明
さ
れ
る
最
重
要
儀

式
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
が
10
月

22
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
天

台
宗
で
は
、
今
秋
に
奉
祝
式
典
を

奉
修
す
る
予
定
で
あ
る
。

諭
達

　
上
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
去
る
四
月
三
十
日
に
御
退
位
な
さ

れ
、
本
日
五
月
一
日
天
皇
陛
下
が
御
即
位
さ
れ
ま
し
た
。

　
歴
代
天
皇
陛
下
の
御
崇
信
を
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
総
本
山
比

叡
山
延
暦
寺
で
は
、
謹
ん
で
四
月
二
十
八
日
よ
り
五
月
一
日
ま
で
の

壱
三
ヶ
日
、
玉
躰
安
穏
、
御
願
圓
満
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
天
皇
陛

下
御
即
位
奉
祝
御
修
法
を
奉
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
歴
代
天
皇
陛
下
の
お
伝
え
し
て
参
ら
れ
た
皇
統
の
弥
栄
を
寿
ぎ
奉

り
、
国
家
の
繁
栄
、
世
界
の
安
寧
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
新
し
き
時

代
を
と
も
ど
も
に
奉
祝
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

　
宗
徒
各
位
に
は
、上
皇
上
皇
后
両
陛
下
の
大
御
代
に
奉
謝
し
つ
つ
、

新
天
皇
の
御
即
位
を
奉
祝
申
し
上
げ
、
す
べ
て
の
慶
祝
行
事
が
つ
つ

が
な
く
行
わ
れ
ま
す
よ
う
御
祈
願
下
さ
い
。

　
令
和
元
年
五
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
台
座
主
　
大
僧
正
　
森
川
宏
映

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
務
総
長
　
　
大
僧
正
　
杜
多
道
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
暦
寺
執
行
　
大
僧
正
　
小
堀
光
實
　

天皇陛下御即位奉祝臨時御修法を厳修

新
御
代
の
安
寧
と
世
界
平
和
を
祈
念

比叡山延暦寺根本中堂


